
（１年あたり）

【参考】

需要家費とは

固定費とは

変動費とは

水道料金算定要領に基づき算定した原価計算の結果

基本料金

13,653,285千円

(12,459,428千円)

 算定要領に基づく

配賦割合(41.4％)

従量料金

19,288,578千円

(17,673,082千円)

 算定要領に基づく

配賦割合(58.6％)

需要家費
1,507,182千円
(1,504,230千円)

固定費
28,622,637千円
(25,816,236千円)

変動費
2,812,044千円
(2,812,044千円)

≪総括原価≫
(令和元年～５年の５年間)

32,941,862千円
(30,132,508千円)

6,588,372千円
(6,026,502千円)

　水道の実使用に伴い発生する経費　⇒ 薬品費、動力費、受水費 等

　水道の使用量とは関係なく、需要家の存在自体により必要とされる固定的経費

 ⇒ 量水器や検針徴収関係費 等

　水道の使用量とは関係なく、水道需要の存在に伴い固定的に必要とされる経費

 ⇒ 維持管理費の大部分、減価償却費、支払利息 等

※ 資産維持率とは、資産維持費（給水サービス水準の維持向上及び施設実体の維持のため、事業内に再投資されるべき

額）の算出に用いられる率のことで今後の更新・再構築を円滑に推進し、永続的な給水サービスの提供を確保できる水準

として３％を標準とし、各水道事業者の創設時期や施設の更新状況を勘案して決定する。

資産維持率(※)は算定要領に基づく３％で算定

（ ）は、資産維持率を２％と低く設定し、算定した場合の額
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